
船舶の立入禁止区域のハッチカバー施工

左：未施工　右：SR200 で除去

▲飛び石で塗装が剥がれ、錆が出てきた軽自動車の底面もご覧の様にキレイに落ちます。



・眼 /皮膚 / 服などに本剤がつくことが無い様に、手袋・ゴーグル・マスクなどで身体を保護してからご使用ください。・酸に反応する材質への使用はご注意ください（特に銅成分を含む防汚塗料に適

用した場合、変色する恐れがあります）・酸に反応するかご不明な場合は、目立たない部位での試し塗りなどをお勧め致します。・塗布部位以外への液だれ /飛散には十分注意して下さい（養生を行い、

非適用部への接液防止をしてください。万一、適用部位以外へ付着・飛散した場合は、速やかに拭き取るか流水で洗い流してください）・アルカリ性の洗剤と混合した場合、塩素ガスや硫化水素ガスが

発生する場合があるので、他の洗剤（特にアルカリ性）との混合使用は絶対に行わず、本品単独でご使用ください。止むを得ず他の洗剤を使用される場合は、十分に拭き取るか・洗い流しを実施して

ください。・子供の手の届く範囲での保管は行わないでください。・SDS/ 製品ラベル /取扱説明書を必ずよく読んでからご使用ください。

▲　SUV 車のボルトに生じたサビ ▲　SR200 を綿棒を使ってタッチアップ
薬剤の節約＆他所への拡散を防げます。

▲　5分位の放置でサビは全て取れました。
このままでも防錆効果はありますが、
もうひと手間・・・

▲　SR200 で下地処理が出来ているので、
見栄えの向上も兼ね、タッチアップペンで
キレイに塗装仕上。

画像はイメージです

▲　エアコンの室外機のボルト部分に
生じたサビ。サビ止め塗装をしても
ひと月でこの有様・・・

▲　ボルトを外した状態。
ボルトから生じたサビが室外機本体にも
行き渡ってしまっています。

▲　SR200 を綿棒を使ってタッチアップを３回程度繰り返し（約 5分程度）。キレイに貰いサビが取れました。
紫色に反応するサビ落としの場合は、悪臭や反応した紫色の液体が他所へ染みついてしまう問題もありますが、
SR200 は微香＆対象面に塗布するだけでOK。他箇所への養生も不要＆最小限でOKです。

▲　全体的にひどく錆びた錆板も・・・ ▲　SR200 を水道水で 5倍に希釈した

溶液に漬け込んで放置すれば・・
（今回は約 3時間放置しました。）

▲　綺麗にサビが落ちました
（効果検証の為、右半分のみ除錆しています。）

▲　除錆後の溶液は、再利用が可能です。
（再利用の為、除錆効果は徐々に低下します。）

お求めは

本カタログ記載の情報や数値の正確性には万全を期しておりますが、保証は致しかねますのでご了承ください。製品改良等により仕様や性状などについては予告なく変更する場合がございます。

Ｆ


